
●  顧客・サプライヤーとの強固な関係
●  大学や他企業との連携
●  各種イニシアチブ参画

インプット ビジネスモデル 創出価値

●  生産拠点数 23拠点
●  設備投資額 616億円
●  開発から生産まで連携できる
 生産施設のネットワーク

●  エンジニアリング力

●  主要研究開発拠点数※1 3拠点
●  研究開発投資 153億円
●  四つのコア技術
●  発明報奨制度

●  エネルギー消費量 2,810GWh
●  水資源取水量 86,815千m3

●  環境負荷低減に貢献する技術

●  連結総資産 6,070億円
●  ポジティブ・インパクト・
ファイナンス契約額 200億円

●  サステナビリティ・リンク・
ボンド起債額 100億円

●  連結従業員数 10,668人
●  研究開発人材数※2 511人
●  社内公募制度による異動者数（累計） 17人
●  企業理念を実践する人材

●  地域ニーズ・需要・トレンドに見合う
　製品の提供
●  エンジニアリング力の発揮による顧客ニーズに
  見合うソリューション創出・品質保証および
  生産性向上と生産技術の蓄積

●  ROE 1.3%
●  ROIC 1.3%

●  特許保有件数※1             4,624件
●  営業との連携による顧客ニーズを
　反映した研究開発

●  女性管理職比率※3 5.5%
●  エンゲージメントスコア 55%（2022年度）※4

●  ブランド力
●  CSR調達アンケート結果 (1次サプライヤー)
アンケート回収率 94%
取り組み良好企業の割合 83%

●  産学連携などの共創成果

●  環境配慮製品売上高比率※1 31%
●  エネルギー消費量削減率（前年度比） 4%
●  GHG排出量削減率（Scope1,2前年度比） 7%
●  国内における
再生エネルギー導入拠点数 3拠点

●
  
SBT認定取得

“モノづくり” から “ソリューション” 提供へ

変化を受容し
変え続ける姿勢

「サステナブル・ビジョン2030」 実現に向けた
人と地球への価値創造サイクル

価値創造の基盤
TOYOBO PVVs 四つのコア技術

140年以上の歴史で培った強み

信頼 改革を体現す
る

人と組織

人と地球が抱える困りごとの把握
フェーズ 1 課題認識

ソリューション検討
フェーズ 2 課題解決策の検討

ソリューション創造
フェーズ 3 事業化による課題解決

次のソリューションの創造
フェーズ 4 次の需要の獲得

財務資本

製造資本

知的資本

人的資本

社会関係資本

自然資本

財務資本

製造資本

知的資本

人的資本

社会関係資本

自然資本

マテリアリティ
事業を通じて社会課題解決に

貢献する領域 環境・モノづくり領域 事業基盤領域人的資本領域

社会からの要請・課題
地球環境気候変動 貧困・飢餓 人権・健康

イノベーション

Planet　　　 地球

People　　　 人

Prosperity   ゆたかさ

Well-Being
ソリューション

新循環プラスチック
ソリューション

環境アクティブクリーン
ソリューション

革新メディカルデバイス
超早期診断試薬・機器

2050年
リニューアブルポリマー100%化

環境浄化
CO2回収&利用

企業理念 ： 『順理則裕』

2023年度実績 2023年度実績

※1

※1 東洋紡単体　※2 東洋紡単体および東洋紡エムシー（株）　※3 東洋紡単体、東洋紡エムシー（株）および東洋紡STC（株）
※4 東洋紡単体、東洋紡STC（株）、（株）東洋紡システムクリエートおよび東洋紡せんい（株）（2022年当時）

p.12

p.14

価値創造プロセス
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